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令和４年度予算

多様な営み ・暮らし

に寄り添う予算

特集

　令和４年度予算は、本市の持つ多面的な価値の再発

見と活用を通じて市民生活の安心と豊かさを追求する

「多様な営み・暮らしに寄り添う予算」と位置づけて

予算編成を行いました。

▼令和４年度予算額

予算額 対前年度比

一般会計 1,441 億 542 万 8 千円 0.4％減

特別会計 1,010 億 4,268 万 8 千円 3.9％増

公営企業会計 380 億 5,256 万 8 千円 2.8％減

合計 2,832 億 68 万 4 千円 0.7％増

安定した雇用を生み出す
 産業が元気なまち

子供たちが
いきいきと育つまち

住みたいと選ばれる
魅力があふれるまち

誰もが安心して住み続け
られる持続可能なまち

和歌山市は、 様々な価値を備え多様なニーズを受け和歌山市は、 様々な価値を備え多様なニーズを受け

入れる土壌を備えたまち入れる土壌を備えたまち

重層的 ・多角的な施策の展開
＋

時代の変化に柔軟に対応し、 様々な暮らしを安心して続けられるまちを実現時代の変化に柔軟に対応し、 様々な暮らしを安心して続けられるまちを実現

大都市から大都市から
好アクセス好アクセス

豊かな自然に囲まれた豊かな自然に囲まれた
コンパクトなまちコンパクトなまち

保健医療が保健医療が
充実充実

人を呼び込み価値を送り出す地域産業

地域の魅力を活かした多面的な観光価値の向上

▶企業立地促進奨励金������４億1,074 万７千円
▶サテライトオフィス等開設支援補助金�1億 3,500 万円
▶農業インターンシップ事業奨励金������10万円
▶�中央卸売市場の再整備�������������� �
５億 7,227 万 5千円（２月補正）、１億458万 2千円

▶�観光地活性化計画（まちやど構想）の策定����� �
1,000 万円
▶和歌祭四百年式年大祭 � ������ 1,331 万９千円
▶和歌の浦の歩道等の美装化推進������� ２億円
▶レモンの丘公園の整備��������� 2,230 万円
▶�アニメ『サマータイムレンダ』とタイアップした観光施策�
キャラクターの観光大使就任������ 173万８千円�
作中カレーの販促活用����������� 200万円�
アプリ追加コンテンツの作成���������55万円
▶子供海ごみアート美術館��������� 200万円
▶�四季の郷公園のリニューアルオープンと活用推進�� �
3,682 万５千円
▶ＩＲの誘致

●発展を牽引する「しごと」と「ひと」の獲得
●価値を生み出し競争力を高める地域産業の活性化
●強い農水産業づくり
●ポストコロナを見据えた国際戦略の展開
●流通機能の合理化と強化

●ウィズコロナ時代の観光施策
●「絶景の宝庫　和歌の浦」の風致向上
●友ヶ島における多面的観光価値の向上
●「食」×「農水産」×「観光」の推進
●ＩＲの誘致

実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組

0301 安定した雇用を生み出す

産業が元気なまち

東京に本社を置く企業が
和歌山市に次々と進出

５月に開催される「和歌
祭四百年式年大祭」には、
松平健氏が徳川吉宗役で
参加し、壮大な渡御行列
が和歌山城周辺で披露さ
れます。

◀「レモンの丘」（雑賀崎）には、
イタリア総領事が訪れました。

㈱Relic 新拠点開発による進出協定調印式

雑賀崎のまちと海を一望できる沖見の里

再整備を進めている和歌山
市中央卸売市場では、コー
ルドチェーン（生産・輸送・
消費の過程で途切れること
なく低温に保つ物流方式）
に対応した水産棟の再整備
が完了▶

和歌祭四百年式年大祭

ＩＲ来場者数
　約650万人／年
※�和歌山県特定複合観光施設
区域整備計画（案）掲出値

まちなかを含む
市内全体への経済波及効果

・テレワーク

・ワーケーション

・地方移住

など

など

・二拠点居住

ライフスタイル
（暮らしのニーズ）

の多様化

行政ニーズ
の多様化

・�子育て、介護

等生活課題

・デジタル化

・交通不便

・インフラ老朽化

・環境問題
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住みたいと選ばれるためのまちづくりとプロモーション

トライアル和歌山市のイメージ

安心して子供を産み育てることのできる環境の整備

にぎわいを拡げ愛着を深める魅力的なまちなか

深い学びと健やかな成長を支える教育

自然と豊かな暮らしの未来への継承

▶有吉佐和子記念館のオープン���� 1,085 万８千円
▶�つつじが丘総合公園にぎわい・スポーツ公園ゾーン等の
整備������������� 1億 7,490 万７千円

▶旧市民会館の民間活用������� 1,047 万２千円
▶ JR和歌山駅東口の民間活用
▶空き家を活用した学生用シェアハウス��� 600万円
▶第８ブロック地域交流センターの整備�� 5,885 万円
▶扇の芝の整備��������� １億5,385 万２千円
▶天守閣の整備検討���������� 362万２千円

▶移住支援金（東京23区からの移住者支援）� 960万円
▶わかやま市型移住支援金�������� 1,450 万円
▶シティプロモーションの推進���� 1,219 万７千円
▶トライアル和歌山市の推進

▶小学校35人学級の拡大
▶小規模特認校制度の導入
▶医療的ケア児とその家族への支援強化� 960万７千円
▶中学校全員給食に向けた準備����� 982万３千円
▶デジタル教材の活用促進������� 369万２千円
▶�学校校舎の予防改修の着手������������ �
５億 7,596 万５千円（２月補正）
▶小学校トイレの洋式化５億9,571 万９千円（２月補正）
▶学校空調設備の更新�� 7,588 万１千円（２月補正）
▶屋内運動場冷暖房設備の整備���� 8,441 万４千円
▶�照明器具の LED化 ���������������� �
１億 1,695 万６千円（２月補正）、130万４千円
▶�南コミュニティセンター図書室等の整備������ �
3,292 万２千円

▶�こども医療費助成制度の所得制限撤廃������� �
9,636 万７千円
▶養育費保証料等の助成 � ��������� 130万円
▶�こども総合支援センターの機能強化によるヤングケア
ラーへの支援体制の構築 � �������16万１千円

●�新たな「暮らし」のスタートに
寄り添う移住定住施策の推進
●�見て・感じて・触れる　魅力の
プロモーションとトライアル

●子供を産み育てやすい環境づくり
●健やかな成長を育む支援の強化
●援助を必要とする子供への寄り添い型支援

●子供の確かな成長支援
● ICTを活用した教育の充実
●地域・家庭との連携と教育環境の整備
●豊かな情操を育む読書と環境整備

●ターミナル駅周辺の更なる活性化
●楽しく歩き、にぎわいあふれるまちなかの形成
●公民の力を合わせたまちの活性化
●徳川御三家の居城　和歌山城のさらなる魅力向上

●文化芸術のさらなる振興
●スポーツの推進
●自然と共生する環境にやさしい社会へ

実現するための主な取組実現するための主な取組実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組

0303 子供たちが

いきいきと育つまち 02住みたいと選ばれる

魅力があふれるまち

・�個人・家族でのワーケーションや、企業のサテライトオフィス設置・　
本社移転の検討を促進し、和歌山市への体験的な滞在を促す
・�子育て世代のトライアルを後押しするため、住民票を異動せず市立小
中学校で学ぶことができるトライアルスクールを実施

両親はテレワーク
（ワーケーション）

保証料の一部を
市が助成

こども医療費助成の所得制限を撤廃し、本市に住所を有する全て
の子供が中学校を卒業するまでの医療費の自己負担額を無料化

子供たちは
トライアルスクール

週末は家族で
おでかけ！

空き家を活用した学生用
シェアハウス（イメージ）▼

小学校トイレの洋式化学校校舎の予防改修

小中学校の照明器具
のLED化

空調設備等の
更新・整備

学生の
まちなか居住

空家の
利活用

民間
活用

旧市民会館 JR和歌山駅東口

▲扇の芝整備イメージ

有吉佐和子記念館
６月オープン予定

令和５年度

オープン予定

南コミュニティセンター図書室の整備

イメージ

イメージ イメージ

イメージ

イメージ子供の

安全安心を

確保

今年８月から

所得制限撤廃

こども医療費助成制度の所得制限撤廃

養育費保証料等の助成

元パートナー元パートナーひとり親ひとり親

保証会社保証会社

立
替
分
を
回
収

立
替
分
を
回
収

不
払
い
分
立
替

不
払
い
分
立
替

養育費の取り決め養育費の取り決め

保証料保証料
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作品にゆかりの深い作品にゆかりの深い
紀の川のそばに開館紀の川のそばに開館

本市の文学発信および
交流・まち歩きの拠点
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新型コロナウイルス感染拡大防止の推進 安心して暮らせる地域づくり

快適でスマートなまちの形成

誰もが支え合い
健やかに暮らし続けられる社会

▶�重層的支援体制による支援�
相談支援����������� ４億5,576 万２千円�
参加支援������������� 1,014 万６千円�
地域づくりに向けた支援���� １億7,391 万８千円
▶在宅医療・介護の連携������� 3,550 万４千円
▶�子宮頸がん予防ワクチンのキャッチアップ接種��� �
１億 1,794 万６千円

▶�都市計画道路の整備��������������� �
7億 3,920 万円（２月補正）、７億2,655 万１千円
▶�スマートシティ推進プラットフォームによる官民連携�
212万４千円
▶おくやみコーナーの設置��������26万４千円
▶外部デジタル人材の活用������� 929万５千円

▶�生活道路の環境整備��������������� �
３億 4,130 万円（２月補正）、９億4,121 万９千円
▶�六十谷水管橋復旧に向けた取組���������� �
19億 3,904 万７千円（２月補正）
▶配水管の整備�������� 23億 3,331 万７千円
▶水道施設全体の在り方を再検討��� 4,518 万８千円
▶新水道事業ビジョンの策定������ 524万７千円
▶�大規模断水事故応急対策の地域防災計画への位置付け
と体制強化

▶新型コロナワクチン接種の推進� ８億2,088 万２千円
▶�高齢者施設等のゾーニング環境等整備費の助成��� �
1,024 万５千円
▶介護施設等の個室化改修費の助成�� 4,107 万６千円

0304

●重層的支援体制の充実　●市民の安心生活の確保
●高齢者等に対する相談・支援体制の充実
●生涯を通じた健康づくりの推進
●個人の尊厳が保たれ、多様な価値観を認め合う共生
社会の実現

●持続可能な交通ネットワークの構築
●都市機能を支える道路ネットワークの構築
●スマートシティの実現に向けて
●行政デジタル化の推進

●安全かつ快適に利用できる生活道路
●安全な水の恒久的な供給　●災害に強いまちづくり
●多様化する犯罪、自然災害に立ち向かう
●消防力の充実　●治水対策の推進
●生活排水対策の推進

●新型コロナウイルス感染対策の強化
●新型コロナウイルス感染拡大の防止策の充実

実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組

実現するための主な取組実現するための主な取組実現するための主な取組実現するための主な取組

落橋した水管橋と両隣の水管橋
計３径間を更新。既存の４径間
は点検調査に基づき、補修や補
強をすることで、6月中旬の送
水に向け取り組みます

介護施設等において、新型コ
ロナウイルス感染症拡大を防
止するため、既存の多床室を
個室化する改修費用を助成

六十谷水管橋復旧へ

個室化改修で感染拡大防止

誰もが安心して住み続けられる

持続可能なまち

人口減少 災害

インフラ
老朽化

少子
高齢化

地域課題

新たな価値の創出

先端技術

の活用＋＋
行政課題の

解決

まちの
魅力向上

市内事業者
の生産性

向上
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スマートシティのイメージ

イメージ


